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女子に関する衣服の研究E
一一 女子服にみられる袖の一考察
A Study of Women’s Dress I 
A Study of Women’s Dress Sleeve 
北村悦子 大信 田静 子
Etsuko KITAMURA Shizuko 0SHIDA 
I はじめに
袖とは，英語でスリーブ（ Sleeve ），仏語ではマンシェ（ Manche ），独語になるとアルメ
ル （Armel）となり，人体の腕を被覆する筒状の衣服の部分をさす。
腕は， 上腕（上腕骨）と前腕 （天骨， 榛骨）とから成っている立体的な部位で，静止状態と
運動状態の二形態を有し，前後，左右，上下などあらゆる方向，角度に運動を自由にするもの
であり，それらの機能を充分考慮した上で袖が形成されてくる。
袖は衣服の左右対称に位置し外観上特に目立った個所にあって，その目的は自然現象である
寒さ，暑さ，外傷などから腕を保護することであり，また装飾的な意味を含む場合と，機能性
を備えた場合など，多種多様な形態を表現している。
そこで，現代の女性ファッションに目を向けると，さまざまなデザインで構成されているが，
そのデザインの一部である袖について注視してみると，着用目的によって数種の形を現わして
いる。その袖がいつ頃の時代に形として出現し， どのような経緯をたどったかは興味深いもの
である。今回は袖の発生，過程，形態について考察し，さ らに歴史上現われた一つの特徴的な
袖を応用して作品化し，また数種の袖の中から形態的に特殊と思われる四点を部分縫いとして
試作を行なったので報告する。
E 変遷と考察
1.禍の発生とその形態
今日の洋服の基本型は，大別すると腰衣，巻き衣，貫頭衣，前明き衣，筒型衣に類別される
が，その中でも筒型衣には多くの場合袖状のものが付くものと思われる。
写真1は，女性の袖付き衣服の初期のものと思われ，紀元前2100年頃にデンマークのユ トラ
ンドのエグトベド墓で発掘されたもので，平織りの毛織物で、筒型の袖がついていて現代の洋服
の原形とみられる。
古代の女性の服装を表現しているものとしては「ナピル・アス女王立像」であるが （写真2), 
これは紀元前1500年頃，ペルシア湾岸の近くのスーサーから出土したもので，王妃が着ている
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写真1 女性の衣服（ BC 2100年頃） 写真2 ナピル・アス立像 （BC 1500年頃）
チュニックは，裾に房飾りが付き，袖は肘までぴ勺たり
と覆う半袖で，手首には腕輪を付けている。時期を同じ
くして新王国時代に入ると，形態の上で装飾，あるいは
織物技術などに変化が見られ，柔らかな素材で全身を覆
うカラシリスと言うローブが出現し，アケナトン王妃ネ
フェルティの肖像をみると放射状の裳のついた袖付カラ
シリスを着用していた。
クレタの女性は，当時の社会において恵まれた地位にあり，その結果服飾文化も全面的に開
花し，華麗な装いの傾向をみせ，優雅で変化に富んだものであった。その服飾美を代表するも
のに「蛇の女神」（図 1）がある。この衣服はツーピース形式と思われ， 上衣はぴったりして
前胸部を大きく U字型に開放し， 短袖が付いていることが確
認されている。これは先史時代西南アジアのいくつかの民族の
服飾と関連があると推測される。
写真3は紀元前9-8世紀のもの 図1 蛇の女神 （BC 14世紀）
で「幼い王子と乳母」であるが，乳
母の衣服をみると身体にぴったりと
した長いチュニックで，袖は短くそ
の部分に飾り組が付いてクレタのも
のに類似している。
アカイメネス王朝では，ペルシア
人達によって長袖の付いたカンディ
スと呼ばれるものが愛用され，その
袖の先端は大きく，身頃の前や脇に
髪が施された丈長のウールの上衣で，
筒型衣的な衣服であった。
写真3 幼い王子と乳母
( BC 9～ 8世紀）
しかしこれは主として身分の高い者だけが着用し，以後古代ペ
ルシアと交易のあった古代ギリシア人達によって発達していった。
カンディスに対して， 一般的な服装は体にフィッ卜した長袖の
チュニックと細長いズボンと言った形態であり，それはまさに騎
馬服スタイルでもあった。
ローマ帝国の共和制時代には，西アジアよりチュニックが伝え
られたが，それは身頃に袖が続いた直線的な構成で，身頃から裁
ち出しのいわゆるキモノ・スリーブ（ Kimono sle巴ve)（身頃と
袖の境に縫い目がなく， ひと続きになったもの）形式であった。
紀元前4世紀の女子の衣服は薄織物（麻，モスリン，絹など）
のイオニア式キトンと言われる長方形の単純な平面的衣服であり，
脇は腕の通る分量だけ開放し， それより下は縫合され肩から手首
にかけては腕に沿って前後の布を数ヶ所フィピ、ユラ（止め具） で
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図2 イオニア式キ トン
の着装形態
留め合わせ，細組によって上半身を整えると腕の部分が覆われて， 袖のように解釈できないこ
ともない（図2）。
ローマにキリスト教が伝来し始めた頃，市民の間で夕、ルマテイカが取り入れられた。この形
態は十字型に裁断されたもので，首の部分に穴を明け，両脇，両袖下を縫合すると言う単純な
ものであり， 4～ 5世紀にかけての女性のものは袖口が広く胴は細く なり優美な形となって
いった。それらのダルマティカは，ある程度体形に合わせて裁断されたと思われ，近代の衣服
の基本型とも思われる。
6世紀のピザンティン・モードはギリシア婦人が常用したキ 写真4 殉教聖女の行列より
トンと同じ型で，ストラと名称が変り着用され，袖，裾に美し (527年頃）
い刺繍が施されていた。
写真4は，ビザンティ ンの女装で聖ポリナーレ・ ヌオウーォ寺
院に現存するもので，長袖のタイト ・スリーブ（ Tight sleeve 
）（腕に合った細い袖） のチュニックの上にダルマティカを着
用し，更にパリウム（外套の一種）を重ねていて，それには多
数の宝石で装飾がなされている。
ピザンティ ンの服装は豪華な織物に美しい色糸の刺繍を施し
たり，宝石をあしらうなどの装飾性が見られ，費沢な時代であっ
た。
ロマネスク時代の女子服は密着性のある筒型長袖のシェーン
ズと，幅広どフ レアーの入った袖のブリオーが特徴で，それは
古代ローマ時代の単純なチュニックと同型で，直線的なシル
エッ卜であり，南フランスから北へと普及し，さらにイギリス
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まで及んだ。
12世紀頃の新型ブリオー（図 3）は，素材はごく薄地 （上質
絹， モス リンなど）のもので，袖のデザイ ンが特徴的である。
このような広口袖はオリエン卜にその起源をもち，ローマの
ダルマティカの袖から発展したものと思われ，フレアーの袖は
ティペット （Tippet ）（金魚の尾のよう にひらひらした垂れ
下がり） 型のデザイ ンで，それには特殊なアイロ ンなどによっ
て細かい髪をくせづけ，袖付けと肘の上あたりは縮められて付
けられていて，高度な技術を要したものと推測される。長く大
きくなった袖は，腕の動きに支障をきたすようになったため，
袖の途中を結ぶと言うスタイルも出て来た程である （図4）。
13世紀になると裁断や縫製の技術が向上し，衣服の裁断法も
直線裁ちから女性の体型に比較的沿った曲線裁ち，あるいは立
体的となり，切り替え，ダーツなどの技法も取り入れられ，現
代の洋服裁断の基礎となり， そのことによって身頃と別裁ちの袖が考
案された。この発想の起源は，人体解剖の際に腕の構造を研究したも
のと思われ，袖を身頃から切り離し，袖山，袖ぐりのある立体的な袖
が構成され， タイト・ スリー ブ形式のものが流行し， この時期の女性
が着用したコタルディ にその形態が見られる。
14世紀中期には，女性の衣服は三つ重ねになり，肌につけるシュミー
ズ，その上には細身のロープ（手首までの袖丈で肘から袖口にボタ ン
が付いたもの），一番上にはコタルデイ
を着用した。
図5 ティペットの付いた袖 そのコタJレディの袖は，ローブの袖
のボ、タンを見せるために丈は肘ぐらい
図3 新型ブリオー
図4 結んだ袖
で，ティペッ トが付けられている。 この時期のティペッ トは細
長い垂れ飾り布で，素材はラシャ，錦織，絹，麻，毛皮などが
使用され幅は3インチ（約7.6cm）， 長さは5フィ 卜ー （約152cm)
位のもので肘またはその上から付けて膝下まで垂らすのが習慣
であった （図5）。
14～ 15世紀にかけての女性の衣服は，コタルディとシル
エッ卜が対照的なウープランド（丈が長く，長袖のワ ンピース
形式の衣服）が着用され，当時婦人の間で、は織物の発展に伴っ
て高級な布地を大量に使用したファッショ ンが流行したために、
写真5のように身頃，袖共に費沢な程の布が用いられ，その袖
は漏斗型で床までのものや，広袖口には，
ダッキング（ Dagging) （花びら形や，
木の葉形模様をスカラップ状に切り込ん
だ縁飾り）と呼ばれる装飾がされるなど
特徴的なものであった。
写真5 ウー プランド（15世紀初期）
2. スラッシュ（ Slash ）手法を
取り入れた袖
15世紀のイタリア風ロープには袖にス
ラッシュ手法が取り入れられて，中の
シュミーズを見せる装いであった（試作 1）。
スラッシュは、仏語のタヤーデ（ Taillade ）と同意で，
この時期にスイスの軍隊により考案された手法で，彼らが
戦った後ぼろぼろに破損した衣服に，テント地や旗，調度品
の切れ端を使って継ぎ接ぎをしたことから始まった。その手
法は人工的に布の表面に縦，横に入れる切り込みのことで，
袖付けや肘などの関節部または袖の全体，あるいは部分的に
施され，パフ（ Pupp) （ふくらみ）と透かし彫りの効果を
現わした。
当初は身体の動作にかかわる機能性を目的としたが，イタ
リアではスラッシュから下着や別布を見せることにより上着
との色のコントラストを強調し，スラッシュの端に宝石を付
けたり，リボンで飾るなどしたため装飾的なものへと変化し
た。それらは高度な技術を必要とし，衣服を裁断したり構成
をする上においても密接な関係があった。スラッシュ技法は
試作1 スラッシュ手法の袖
17世紀頃までいろいろなデザインで繰り返えされながら流行した。
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ルネッサンスの衣服は袖の部分に装飾やデザインの変化が顕著に現われた時期でもあり，最
も特徴的なものとして，スラッシュ手法が多様に袖の部分に取り入れられていることである。
15世紀後半になると詰め物の関係で袖が身頃と分離され，袖を別仕立てにしたものを身頃に
組，あるいはかがり縫いなどで縫合される着装形態がみられ，その聞からシュミーズを見せる
と言うこともなされた。
図；のローフ＋の袖は腕にフィットしていて，袖の付け根，肘，手首などにスラッシュ技法が
施され，その部分からはシュミーズをパフ状に表現し，写真6の着装形態も同様で，縦に入れ
たスラッシュ部分を飾り紐で結びシュミーズを見せている。
身頃と袖が離れるために，取り付けが思いのままにり，身頃とまったく違った袖を付けると
いうことも試みられ，その変化を楽しむ風習が芽ばえた。したがって袖を取り付けた境目には，
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図6 イタリアの女装（15世紀末） 写真6 ヴェネツィアの女装 （15世紀末）
エポーレッ卜（Epaulet ) （袖付けの位置に付けられる細い布で肩先で幅が広く， 脇にかけて
細くなったもので別仕立の袖に用いる）がつけられ，またエポーレッ トそのものに刺繍，スラッ
シュ手法などが施されたり，詰め物をしたりと装飾的な役割もあった （写真7）。
16世紀のロープの袖は際立つて特徴的で，脹らみ出すことや，スラッシュ手法を施したり，
写真7 イザベル ・クララ ・エウへニア 図7 スペインの王妃
王女 （1579年） (1571年）
詰め物をするなど，時に
はこれらが一つの袖に同
時に取り入れられること
もあり，多種多様な形態
が見られた。 スペイ ンの
宮廷婦人のロープには，
二重に重ねた袖が付いて
いて，外側の袖は扇状に
広がり，肩から袖口まで
大きく聞けて美しい裏布
と内袖を見せながら，肘
あるいは袖口で留め合わ
されるスペイン独特のも
ので，図7にその技法が
見られ，写真8も同様の
着装形態である。
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写真8 ジョワーズ公爵の結婚祝宴 試作2 レッグ・オブ・ 図8 詰め物を施したス
(16世紀末） マトン・スリー フ ラッシュ手法の袖
1580年頃に現われた，レッグ・オブ・マトン・スリーブ（ Reg of mutton sleeve ）（袖山に
ギャザー，タックを入れ上腕部を丸く脹らませ，肘あたりからはしだいに細く ，袖口で腕に密
着していて羊の脚を連想させる袖）が広範囲に流行したが，それは仏語のジゴ袖（ Gigot) 
と同意である（試作2）。
図81は写真8に描かれている中の一部のもので，袖全体に
規則正しく縦にスラッシュ手法が施され，さらに詰め物を入
れた形態であって，いかにも技巧的である。
写真 9は袖が二重に付いた形態で，下袖は詰め物をした
レッグ・オブ・マトン・スリーブで，刺繍や宝石が付けられ，
その上に装飾用の垂れ袖が付けられて派手なものである。
16世紀の特徴ある袖のいくつかは， 19世紀のナポレオン宮
廷の婦人達を飾ることになる。
3.二重袖とアンガシャン卜（ Engageante ) 
た装飾的な袖
も同様に特殊なものが数多く見られ，その一つに外側にはマ
ンチェロン・スリーブ（ Mancheron sleeve ）（腕を通すこ
とのない余分に付けられた袖）が装飾的に付けられている（写
真10）。
写真9 エリザペス女王 (1592年）
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写真10 スペイ ンの王女（1615年頃） 写真1 イギリスの女性 写真12 王子領の公爵夫人 (1655年）
(1630年頃）
バロック時代の服装は独特で，全体になだらかなシルエットで，腹部に脹らみをもたせ，下
体部に重心を強調した外形を表現し，レース，リボンなどが豊富に装飾と して用いられ，袖は
以前のように堅く技巧的なものは好まれず， 写真11に見られるように肘のあたりでロープにリ
ボンを付けて袖と一緒に結び， 二つの球形を構成し，袖口はレースで装飾されている。写真12
も，この時代のユニークな袖で，細い胴に対して袖は詰め物を入れた豊かなものであり，袖の
付線は腕の付け根から下った位置で，レ スー ・フリルなどが施されている。
しだいに時が経過すると共に，服飾はスペイン宮廷モー ドに代って市民服の発達が見られ，
袖も前世紀のように詰め物をした大きなものは見られなくなり，それに伴って袖を別仕立てに
することもなく，エポーレッ卜も必要としなくなった。
1705年から1715年頃にヴア卜一風ロープと言う衣服が流行し，その袖は， ドレープド・ エル
ボー・スリーブ（ Draped elbow sle巴V巴）（肩から縦に数本髪が入り，袖口にも横に髪を取り，
その部分を折り返した袖） であった。このロープは衿ぐりと両肩から裾に向かつてフ レアー状
に広がるプリーツが入ることが特色であり， 1730年代のこのローブの袖はパコやダ・スリーブ
( Pagoda sleeve ) （袖付けは細く肘が隠れる程度の長さで，ぴったりと腕に沿い袖口が装飾
された袖）（試作 3）になり，袖口にはリボン結びゃ，アンガジャン トと言われる華麗なカフ
スが付いている（写真13）。
アンガジヤントは，レースまたは麻布を壁取りしたものを数段に重ねて装飾し，手を上げる
ことによってそれが扇状になり優雅な雰囲気を出すものであり，半袖化した婦人服の袖口には
特に重要な装飾となった。（写真14）。
1776年から1787年の聞はローブ・ア・ラ・ミルカシェンヌと名のつく新型衣服が着られるよ
うになり，その袖は，サボ・スリーブ （Sabot sleeve ) （袖丈が短く肘のあたりに丸型のギャ
紙作3 パゴダ・スリープ
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写真13 アンガジャント ザ一入りカフスが付いた袖）で装
< ;, 
飾が肘の部分にあり，下に着てい
る胴着の細い袖を見せた着装形態
である。
1779年にマリー・アン卜ワネッ
トが着用した衣服のシルエットに
はパニエが使用され，スカー卜の
左右は肘を置くことができる程高
くなり，袖は比較的ひ。ったり とし
た肘丈で，袖口にはパコダ型のア
ンガジャン卜飾りが施されていた。
1789年のフランス革命後は産業革命などによる変換期であ
り，また貴族衣裳の根絶，古代モードの採用などの民主化に
よって，ヨーロッパの服飾に影響を及ぼした。以前までは胸
部をコール（胴衣）で締めつけていたがそれがなくなり，ウ
エスト位置が胸の下に移りシンプルな形態となり，袖は一時的に短くなった（写真15）。
袖が短くなったことで手袋が流行し，肘の上までの長手袋が愛用され，腕を覆うと言うこと
からも袖と関連性があり，衣服の一部としてのトータル性も見逃せないものと思われる。
18世紀末期の執政官時代のファッショ ンは，ローブ・アン・シュミーズと言うシュミーズ風
ガウンであった。この素材は今まで用いられていた豪華で、重い織物に変わって、ごく薄い柔ら
かなもので，袖はパフ・スリーブ（ Puff sleeve ）（肩先と袖口にギャザーを入れゆったり脹
らませた袖）となり，自然なシルエッ卜が好まれた。写真16は同じ時期の婚礼衣裳である。
ナポレオン帝政下には，袖の構成に仕立師の創意工夫が見られた時期であって，マムリュッ
ク・スリーブ（ Mameluk sleeve ) （肩から手首までの聞に 5-ti本のリボンできつく締め，
写真14 エギランド侯爵夫人（1759年） 写真15 パルビエ・ヴァルボンヌ夫人（1796年）
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写真16 婚礼衣裳（1787年） その聞に脹らみを出した袖）と言うキュー卜な袖が考案され
非常に流行した （試作4)（写真17）。この袖は，ナポレオン
のエジプト遠征によるトルコエジプト騎兵の軍服に起源をも
つものである。
この時代には16世紀ヴァロア朝に流行したレッグ・オブ・
マトン・スリーブやスラッシュを入れた袖が再び取り入れら
れ，さ らにこれらの大きく脹らんだ袖を覆い隠すジョケイ
( jockei ）と呼ばれる肩当ても流行した（写真18）。
帝政時代の宮廷ファッションはジョセフィ ーヌによって確
立され，そのネオ・ クラシカル・スタイルの典型が，小さな
パフ・スリーブで，希に薄い素材の長袖と重ねられることも
あり，下のパフ ・スリーブが透けて見えるドレッシーな形態
も見られた（写真19）。
4.誇張された袖
1820年代以後には，16世紀後半に見られた大きな袖が形を変えてさらに誇張されたものに
なって，小さかったパフ・スリーブも広くなり肘丈あたりまで大きくなり，またリパイパル・
モードの一つである レッグ ・オブ・マ トン・スリーブも再び流行の兆が見られた。
1822年になるとさらにデザインの細部に復古調が現われ始め，以前の軽く脹らんだ短い袖は
詰め物で脹らませ腕を包み隠すようになって，袖の特徴は一層誇張された。
試作4 マムリュック ・スリー ブ 写真17 フランスの女性 （1801年頃）
1840年には、袖の脹らみの 写真18 ジョケイの付いた袖（1829年）
位置が腕に沿ってしだいに下
がった部分に移り，そのため
に袖の付け線のあたりは偏平
なシルエッ卜になり，レッ
グ・オブ＼マトン・スリープ
の大きな脹らみも肘のところ
で巨大化され，手首にかけて
は細くなるデザインが現われ
た。
????? ??
??
?????
??
???
?
?
?
?
? ?
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写真19 ミルベル夫人
(1831年）
, ．
、、、、
、回
また変った形の袖として，ク
リノリン・ス リーブ（ Crinoline sleeve ）（袖の上部に鯨骨を入れたり，馬毛を織り込んだ布
などの固い素材を用いて外形に張りを出し，肘から手首にかけてぴったり腕に合わせた袖）が，
イブニング ・ドレスに見られる（写真21）。
1852年になると，ジョケイや，レッグ・オプ・マ トン・スリーフゃなどの大型袖は姿を消し，
それに変って一時期袖口にレース仕上げにした細い八分丈や長袖のものになるが， 1855年にな
ると再び袖が大きくなる傾向が見られ， 18世紀初期に見られたパゴダ・スリーブが，以前のも
のとは形態を変えて出現し，手首の方に向かつて脹らみが増したもので，その広がった袖口か
写真20 婚礼衣裳（1840年） 写真21 夜会服（1830年）
図9 19世紀のパゴダ・
スリープ
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らはチュール製のグルーシャン・ スリー ブ（ Grecian sleeve ）と言われる下袖を見せている（図
9）。
19世紀中葉にはミシンが発明され服飾界に大きな影響を与えた。そのーっと して近代的でそ
の理念にかなったシンフルで機能的な衣服を大量に，しかも安価に供給することを可能にし，
また機械によっては複雑なデザイ ンのものでも製作が容易になったことである。
ロープのシルエッ卜が，ポロネーズ型になった時代の袖は，幅広い大型のものは消え，腕の
形に沿った細い長袖か半袖であった。しかし， 1895年以来スカートの単純化に伴い，袖のデザ
インがまた注目され始め，レッグ・オブ・ マトン・スリーブ，パフ・スリーブ，バル ンー ・ス
リーブ（ Baloon sleeve ) （風船状に脹らんだ袖）など， 1830年代に見られた巨大な袖の様式
が復活した。また女性の間であらゆるスポーツが盛んになり，そのスポーツウエアーにもレッ
グ・オブ・マトン ・スリーブが見うけられる。
19世紀末期の帝国主義の時代には，多方面に渡り技術の著しい発達がみられ， それは機械工
業の発展に重要な役割をもたらした。そのことによって既製服が普及し服装上の身分や職業な
どによる区別をなくしながら民主化の傾向をみせていった。
この頃には衣服の構成技術も進歩し型紙製図法の研究も発達して衣服の流行においても変動
が大きい時期であって， スーツ形式のものが現われ， あらゆる階層に普及し，上衣の袖は肘の
上方部分を多きくしたものが多く，その頃流行したテイラー ド・ スーツにも レッグ・オブ・マ
トン・スリーブが取り入れられた。
20世紀の初めには一時期ぴったりと した袖型になり，全体のシルエットもスリムであったが，
その後袖は以前と形態は異なるが大きいものになり，上腕部分を脹らませたもの，またその逆
で肘から下部分を脹らませたものもあり， 衣服のディティールの中でも袖のデザイ ンが多様化
した。それらにはベル ・スリーブ（ Bel sleeve ）（釣鐘状の袖）， 短いパフ ・スリーブなども
見られた。外套も前世紀まではショール，マント形式のものであったが袖付コートが普及し，
そのデザイ ンの変化もやはり袖に見られた。
1930年以降になると著名なデザイナー達が活躍し，さまざまなラインが考案され， 素材， シ
ルエッ トなどモー ドの大衆化がなされ，袖の形態もいくつかの段階を経て繰り返えされながら
現代に至っている。
E 袖の分類
1.裁断上の分類
袖は裁断上から次のように大別される。
a.キモノ・スリーブ （Kimono sleeve ) 身頃と一続きになった袖で，直線的な裁断
方法が着物に似ているが、身頃と袖の境に縫い目がないもの。
b. ワンピ スー ・スリー ブ （Onepiece sleeve ) 袖が身頃と分離して一枚の布で型作ら
れる袖。
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C，ツーピース・スリープ（ Two piece sleeve ）一一一袖が身頃と分離して二枚の布で構成
されている袖。
bとcの袖は身頃と別に作られたもので肩先で縫付けられる。この他にワンピース・スリーブ
の袖口にダーツを入れると一枚半袖となり，デザインによっては三枚，四枚あるいはそれ以上
の布で構成される場合もある。
2.袖付けによる分類
袖の構造上，身頃との付く位置によって名称が変わり，代表的なものを取り上げると次のよ
うになる。
a，セット・イン・スリープ（ Set in sleev巴） 身頃の袖ぐりの位置に合わせて付けら
れた袖。
b. ドロップ・ショルダー・スリープ（ Dropp shoulder sle巴ve）一一←身頃の袖ぐり線より
も袖口の方に下った位置に付けられた袖。
C，ハイ・ショルダー・スリーブ（ High shoulder sleeve ) 肩先点からネック寄りに
上がった位置に付けられた袖。
d. ラグラン・スリープ （Raglan sleev巴）一一前後身頃の肩，あるいはネックラインから
続いた袖。
e. ヨーク・スリーブ（ Yoke sleeve ) 身頃の切り替えた部分の延長上に付いた袖。
f. スクエア・スリーブ（ Square sleev巴） 袖付け線の位置が四角になって付いている
袖。
g，ウエッジ・スリーブ（ Wedge sle巴ve）一一袖の付け線がV字型になっていて身頃に
入り込んで付く袖。
h. ドルマン・スリーブ（ Dolman sleeve ) 袖ぐりが広くてゆるみも多く，袖口で細
くなる形で，キモノ・スリーブと似た形態であるが，袖付けに縫い目が入ることもある。
3.デザインによる分類
袖のデザインに関連して袖丈（袖山から袖口までの長さ）もそれにかかわってくると思われ
る，袖丈を分類すると次のとおりである。
a.半袖（ Shert sleeve ）一一肘より上部に袖口がある短い丈で，肘の位置を五分袖と言い，
それより上に向かつて四分袖，三分袖となって，それらを総称した袖。
b. 七分袖（ Three quarter length sleeve ) 肘より長く肩先から手首方向に四分の三
程度の長さの袖。
C，長袖（ Long sl巴eve) 肩先から子首までの長さで，腕全体を覆い時には手の甲ま
で及ぶ場合もある。
長袖と七分袖の聞には，八分袖と九分袖があり，七分袖と五分袖との中聞を六分袖といい，
いずれの長さにもデザインは多様にあるが， Eの変遷上で取り上げなかった袖の中から，現在
の衣服にも見られるいくつかを上げてみた。
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ティアード ・スリー ブ（ Tiered sleeve ) 腕に対して横に何段も切り替えた袖。
トランペット・ スリー ブ（ Trumpet sleeve ）一一袖口が トランペット型に似ていて太
く聞いた袖。
チキン・レッグ ・スリーブ （Chickenleg sleeve ）一一 レッグ・オブ・マ トン・スリー
ブより脹らみが上部になり下部の方で細くなって，ひな鳥の脚型に似た袖。
ドレー プド ・エルボ ・ー スリーブ（ Draped elbow sleeve ）一一丈は肘まででその部分
に髪を入れてゆったりした袖。
ビショップ・スリーブ （Bishop sleeve ）一一長袖で袖口にはギャザーを入れて広くし，
カフスで止めた袖。
ランタン ・スリー ブ（ Ronten sleeve ) 提灯のように脹らんだ型で比較的張りのあ
る素材を用いた袖。
プッシュ ・アップ・スリーブ（ Push up sleeve ）一一袖を押し上げて肘から上をだぶ
つかせ，下の部分で腕にひ。ったりした袖。
ラップド ・スリー ブ （Rapped sleeve ）一一腕に花びらを，巻きつけた様な形態の袖。
しサーキュラーカッ ト・ スリ ブー（ Circularcut sleeve ）一一一円形に裁断した布でフレアー
を出した袖。
N.ま と め
衣服は気候，風土などの自然環境や，性別， 年齢，身分差などの諸条件， またその時代の歴
史的条件によって大きく影響を受けるものであるが，それに伴って袖の部分にも反映されるこ
とが多く，その形態がさまざまに変化してきた。
袖は身頃に接続してはじめて衣服となるものであって，衣服のある部分が縮小されると他の
部分が拡大されて，またその逆も考えられて全体のシルエッ卜としては調和を保つという状態
であり，その中でも袖は最もバリエーションに富み，ファッション性によって左右されやすい
感覚的な要素をもった部分ともいえよう。
歴史を辿ると，今世紀まで多種多様の袖が現われたが，デザインのポイ ントが袖付けや袖口
に特徴をもち，その外形に類似した名称がつけられ衣服に取り入れられる傾向が見られた。
袖の初期のものは筒型衣に見られ身頃とー続きのものであって，腕の形態を現わすことなく
覆うという表現であった。しかし13世紀になると今日の立体的な袖の基礎が形成され， 着装者
の望むところの形態が構成されるようになった。
スラッシュ手法を施した袖は，15世紀から17世紀にかけて盛んに好まれ，他の手法と併用さ
れて装飾化してきた。スラッシュ手法は現代の衣服の中にもデザイ ンとして取り入れられてい
ることが多い。
17世紀に入ると袖にレ スー，リボン，刺繍などが施され，また華麗なカフスが付くなどして
装飾を重視したものが多く，それは18世紀まで持続した。
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15世紀の一時期と19世紀初期， 19世紀末期には誇張された袖が流行し，なかでもレッグ・オ
ブ・マトン・スリープが，身頃のシルエッ卜に調和良く形態を変えながら，繰り返して衣服に
取り入れられたことは興味深く変化に富んでいる。
20世紀に入ると衣服全体が機能的な形態をもつようになり，袖も単純化されてきたが，これ
までの過程を考慮しつつ，その年代の服装に合った構成で表現がされている。
現代の衣服には歴史上現われたさまざまな袖が，衣服の目的を達しながら取り入れられてい
る。腕は常に動きを伴う部分であり，それを覆う袖のデザインは機能的で，また合目的的でな
ければならない，さらには装飾性も考慮すべきであり，袖のデザインに適した素材の選択も重
要である。
ファッションは時代の変遷と共に世相を反映しながら美の追求，創造を指向しつつ，常に新
しいものが要求されるものであって，機能性や快適性を失うことなく，合理的な衣生活を送っ
てほしいものである。
今後ともそれら服飾の推移に注目し研究を継続しようと思う。
V 作 i:I ロ
作品製作としてウェデイング・ドレスを取り上げた（写真22・写真23）。
ウェデイング・ドレスの変遷を見ると，歴史の変化を反映しながらシルエッ卜を変えていて，
その時代のファッションに適応して入念に凝って仕立てられ， ドレスの袖もその時代に流行し
た型が取り入れられている。
結婚式は古代ギリシア時代からあり， 10世紀中頃になると教会が婚姻の主権を握るように
なった。色彩に関しては，現代ではほとんど白色を使用しているが，白が一般的にウェディン
グ・ドレスを象徴する色と認められるようになったのは， 18世紀中頃からで， 19世紀になって
完全に一般化した。それ以前には彩色されたものであり，19世紀後半には希に黒を使用したウェ
デイング・ドレスもあった。
1.デザイン
この作品は， 19世紀初期に流行したマムリュック・スリーブを応用したものである。マム
リュック・スリーブ1ま組で、結んでパフ状にしたものであったが，作品の袖は，タイトなセット
イン・スリーブをライニングして土台を作り，紐で結ばれていた部分は切り替えてギャザーを
入れ縫い止める方法にした。（写真24）。
三段のパフ状にした袖の中にはチュールを入れその形態を保持し，境目には袖の部分の布を
多めに用意し，それをつまみ縫いしてフリル状の飾りを入れ，その下にはパール・プレードを
あしらった。スカートの部分にも袖と同様の技法を取り入れた。
布の花柄織りの部分を強調するために布全体の花芯にあたる部分には，スパンコール，パー
ル・ビーズ，楕円形のビーズで刺繍し（写真25），花弁には25番の白刺繍糸でサテン・ステッ
チをし，部分的に銀糸でロング・エンド・ショート・ステッチを施し，輪郭にはパール・ピー
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ズを止めて型を明確にした （写真26）。前述の手法を上身頃前面，ベルト，ヘッドドレスに取
り入れた（写真27・写真28）。
2.素材
ドレスの表素材として自のフィルムジャガード（ポリエステル100%）を使用し，アンダー・
ドレスにはエミーサテン（ポリエステル100%）を用い，袖とスカー卜の詰め物にはハード ・
チュールとソフト・チュールの二種を入れた。
その他の材料として，パール・プレードを使用し，花柄の部分には， 25番臼刺繍糸， 25番の
ラメ入りマイラ一糸，パール・ビーズ，スパンコールを用いて刺繍をした。
写真22
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写真23 写真24 袖の部分
写真25 花芯の部分 写真26 花の刺繍部分
写真27 ベルト 写真28 ヘッ ドドレス
72 北村・大信田：女子に関する衣服の研究E
参考文献
1 ）フランソワ・ブーシェ：西洋服装史，文化出版局，1973
2）中田清雄：図解服装の移り変り，東海書房， 1971
3）丹野郁：服装の世界史，関西衣生活研究会， 1982
4）村上憲司 ：概説西洋服装史，関西衣生活研究会，1982
5 ）田中千代 ：服飾事典 （新増補版），同文書院，1981
6 ) J ・ Anderson ・ Black, Madge ・ Garland ：ファ ッションの歴史，上下，PALCO, 1978 
7）山田敦子 ：服装，（第11巻第4号），源流社， 1984
8）山名邦和 ：概説イギリス服装史，関西衣生活研究会， 1984
9 ）井上泰男，医 秀夫 ：衣服の文化史，研究社出版株式会社，1978
10）小池千枝：袖，文化出版局， 1979
11）尾塚理恵子 ：ウェデイング・ドレスの歴史，関西衣生活研究会，1985
12）河鰭実英，野村久康，佐藤潔人 ：世界服飾文化史辞典，東京堂出版， 1973
13）石原俊明 ：目で見る大世界史12，国際情報社， 1968
14）大泊淳 ：服飾辞典， 文化出版局， 1979
15）岩崎治子：服飾百科辞典，岩崎美術社，1971
